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イオン交換平衡式について

山 辺　　武 郎

ているが，factorがたくさんあつて，その解明は困難の

ようである。とくに濃厚溶液は厄介であるが，この場合

実験的にほぼ次のようになることが明らかとなつた。す
なわち単＿活性基をもつイナ咬換樹脂の中鮫換で〃

es・　L〔水（・）／樹脂母体（・）〕が一定なる条件でAイオy ﾕ
amE（mE＝ミリ瓦当量数）を含む樹脂がBイナソbmE

を含む溶液と反応してxmEの交換が行われて平衡に達　／

したときは，樹脂中のA・でナソは（a－x）mE，　Bイナy

はxmE，溶液申のAイナyはxmE，　Bイオyは（b－x）
mE存在するが，このとき　　　　　　　　　　　　　”

　　　　1。gF－1。gK＋nl。gG　　ω　〃

の関係がなり立つ。ここにF＝＝　（a－x）／x，G＝x／（b－x）

またK，nは恒数でKは平衡恒数に関係があり，　nは

AB両イオyの原子価に関係がある恒数である。

　ところで（1）式の解釈に著者は1）

　　　　F’＝：P．＝＝樹脂中のAイオyの量（mE）

　　　　　　　　溶液中のAイオソの量（m恥

材咬換平衡はほぼ羅㈱法則｝こ従うものとされ〃

　　　　o＿Pη＿一　　　　　　　．溶液中のBイナyの量（mE）

上したが，一股には3）

　　　　F．．－EAR（mE）＿樹脂中のAイナソのmE
　　　　　　　　　　　　樹脂申のBイオyのmE　　　　　　EBR（mE）

　　　　σ漏ε4（mE）＝溶液申のAイナソのmE
　　　　　　ER（mE）　　　　　　　　　　　溶液中のBイオyのmE

とせられている。両者は単一イオソ（Aイオy）を含む

樹脂と単一イオy（Bイオソ）を含む溶液との交換では

同様な関係を示し，また条件をかえてもn≒1（例えば

1価～1価のような等原子価の場合）の時は差異が表わ

れない。

　そこで著者はnが1からはずれる交換反応としてMti＋＋

．－H＋及びCl－NSO4－一を選び例えばMgR＋H＋，　HR＋

Mg＋’のように樹脂相のイナyをかえて平衡実験を行

㌔・，Cl『～SO4－一では更にR（C亘十SO4）十SO4のように

2つρイオyを含む樹脂を用いた平衡実験を行い比較し

aた。

　陽イナソi交換（Mg＋÷～伊）では樹脂としてAm－

berlite　IR－120を選び，既報告1）2）と同様に，樹脂母体

5g（交換容量4・95mE／g）を用い，　L－10の条件で行つ

た。この結果第1図及第2図において明らかなように平

衡かミP加～P丑に支配されることがわかる。

　陰イオソ交換［R（Cl十SO4）十SO4］では樹脂として
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である。2）

　　　　　　ダ
　以上の実験結果から

明らかなようにP4～

PRと恥／伽一酬驚
Enとは差異が現われ

るときはすべてP4～

PBの方がすぐれてい

ることがわかる。それ

鷹者は轍てPA，　〃

Pnすなわちイオyの

／

血ε惚尺
〃

Amberlite，　IRA－400

を選び，C卜9．98mE，

504－－9，12mEを含む

樹脂を用いi同様にL

＝10の条件で行つた。

この場合も第3図及び

第4図のように平衡は

PCI～．Pso4に支配さ

れる。ただしRCI十
SO4，　R　SO4十Clのヂー

タは既に報告したもの
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分配比淋イナy交換平衡に蕗いて支配的であることを強

調する次第である。（1954．2．15）
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